
対数の基礎

挙

るのです。新たな記号には新たなルールがあります。このルールを正しく身につけることが目標です .

すべては次の関係から始まります

Pointく (対数の定義

α
p=ν  ⇔ p=10g脚

(指数の世界)    (対 数の世界)
ただし,α >0,α キ 1,ルf>0

Z″>注 αを底,ルfを真数といいます.特に,

枢

賢

オ
ことがとても重要で,今後あらゆる場面でこの真

数に関する条件が登場するでしょう。

よって,先ほどの会話で 「2″ =6と なる″」は
「″=:10g26」 となります。つまり,log2 6と は「2

を何乗したら6に なるのか」という指数を表してい

るに過ぎません.22=4,23=8な ので,log2 6

は 2と 3の間の何らかの数になりますね (具体的に

どんな数になるのかは後ほどわかります).

さて,「 logα  α
p」
とは「αを何乗すれば α

pに
な

るか」と言うことなので答えは「p乗」.よ って

logo ao : p

となります.こ の関係式で p=1,0,-1の 場
合は特に重要なので覚えておこう。

α logα l=0, ⊥ =_.logα
 α

対数には次の計算ルールがあります

Point

logα

ルール①

ルール②

ルール③

たlogα ユイ==logα ユイ
た

logα ルf+logα AL=‐ logα ルfⅣ
l″

10gα  ν-10gα  Ⅳ=10gαう計

真数は常に正である

対数の基礎

先生「2″ =4と なる″は何かな ?」  A君 「″=2で ～す.当たり前のこと問かないでくださいよ～」

先生「2“ =8と なる″は何かな ?」  B君 け =3で す ! ひょっとして僕たちのことナメてます ?」

先生「じゃあ,2″ =6と なる″は ?」 C君 「え～っ,わからん・…・・ていうか,なんで僕だけなん ?」
つまり,2″ =6を みたす ″は表現のしようがないから (″ =3じ ゃないよ),新たな記号 logを 導入す

これらのルールは全て対数の定義から証明できま

す.必ず自分で証明できるようになっておこう。

ルール①の証明

logα ■
`f=ク
とおくと対数の定義より,

αp=スイ.こ の両辺をた乗して
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よって,た logα ルf=logα ル″が成立する

Z″'注 この公式は対数の前の数字は真数の指数に

上げれるあるいは真数の指数は対数の前に下ろせる

ということを意味しています。このことは対数の計

算で重要な役割を果たすことになります。 ■:ギ 7,リ
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i●10gα ν=‐ 10gα″修:

拓7=ゴИ券であることを知っていれば,当たり前
すぎて覚えるまでもないでしょう.

1              ___  1

10gα升=-10gα  Ⅳ,10gα 7χ =券 10gα ν

〔例】 log3 81=log3 34=41og3 3=4

10g5万 =10g55-2=_21og5 5=-2

10g2V2=log2 2告 =上 10g22=上

10g3727=10g327オ =ォ log3 27

== 110g333==l110g33==i矛

いずれも,ルールに従った機械的な方法で計算し

ています.単なる手の運動と思えるようになってほ
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ルール②③の証明

logα ″ =2 1ogα Ar=σ とおくと,

α
p=ν , α9=Ⅳ  ・̈ (☆ )

したがって,(★ )を 辺々かけると,

α
p×
α9=』イ×」V

つまり,α
p十

`=ル7Ⅵ したがって ,

p+g=logα コLイ_Ⅳ

次に,(★ )を辺々割ると,

αρ+α9=』イ十プV

つまり,αp~9=寸計.したがって,

p― g=10gα 廿

以上 よ り,

logα ルf+logα  Ⅳ =logα ルfコV
λ′r

lOgα ν -10gα Ⅳ =10gα 廿
が成立する.

Z″>注 底が αで共通であることに注意しよう。
ハンヽ´v_へ ´、へ′‐

底がそろっていないとルール②③は使えません

【伊」】

log10 2+log10 5=log10(2× 5)=log10 10=1
0          1

10g23-log2 12=log2働 =10g2オ =~2
対数の計算は対数の定義とルール①②③の組み

ヽ

合わせに過ぎないのですが,その計算方法には 3つ

の流派があり,こ の流派をうまく使い分けることが

コツです。

Pointく (対数計算の 3つ の流派

脅 ヤ

さげ派
′
じ

´
じ

とにかく対数の前にある数字を

真数の指数に上げてしまう流派

とにかく真数の指数を対数の前に

下げてしまう流派

「あげ派」と「さげ派」をうまく

使い分けるミックス流派

それでは,3つの流派の代表的な解答例を紹介し

よう。この 3間でコツをつかんで欲 しい。

1ヂ
.ktび

ぁげを1デラ欠

あげ派

あげさげ派

日正面≡|(あげ派流解法)
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□正画∃(さげ派流解法)
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日正面∃ (あげさげ派流解法)
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もちろん,それぞれの流派にこだわらず自由に解い

て構いません.あ くまでも今回は 3つの流派の特徴

を知ってもらうために紹介しました。
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